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出
雲
国
式
内
宍
道
神
社

（
『
風
土
記
』

宍
道
社
）

を
め
ぐ
る
社
論
~ 

＼』ノ

｜
｜
三
崎
神
社
・
大
森
神
社
を
中
心
と
し
て
｜
｜

H民

部

旦；

本
論
文
は
、
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
』
第
幻
号
（
平
成
日
〈

ω〉
年
3
月
、
東
京
）
に
掲
載
し
た
（
一
）
（
以
下
「
前
編
」
）
の
続
編
で
あ

る
。
本
論
文
は
目
次
に
示
し
た
第
4
章
第
5
節
か
ら
始
め
る
。
論
文
に
使
用
す
る
地
図
・
図
版
は
前
編
の
巻
末
に
ま
と
め
て
収
録
し
た
か
ら
、

こ
れ
を
対
照
し
て
頂
き
た
い
。
本
論
文
の
研
究
目
的
は
前
編
の

に
記
し
た
か
ら
再
述
し
な
い
。
使
用
す
る
史
料
番
号
は
、
拙
稿
D
1
F論
文
（
前
編
「
は
じ
め
に
」
参
照
）
並
び
に
前
編
か
ら
の
続
き
番
号
で
あ

「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
。
本
論
文
に
用
い
る
文
書
等
の
解
説
は
前
編
第
l
章

る。

目

次

は
じ
め
に

一
文
書
③
・
⑫
1
⑫
解
説

二
宍
道
神
社
を
め
ぐ
る
両
大
坪
家
と
宍
道
家
の
社
論
史
料
紹
介

（
一
）
史
料
問
（
『
宍
道
神
社
ニ
係
ル
雑
記
』
収
録
）

（
二
）
史
料
川
（
『
宍
道
神
社
一
一
係
ル
雑
記
』
収
録
）
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史
料
問

史
料

m
（
『
延
膏
式
録
宍
道
神
社
記
』
）

（
五
）
史
料
川
（
『
宍
道
神
社
差
出
書
』
収
録
）
｜
｜
｜
附
「
明
治
3
年
時
に
お
け
る
女
夫
岩
信
仰
」
（
注
〈
1
〉）

大
森
神
社
”
説
H

の
論
拠
と
そ
の
検
討

（
一
）
大
森
神
社
旧
社
地
「
神
鱗
坪
」
H

伝
説
“

（
二
）
佐
々
布
本
郷
『
風
土
記
』
宍
道
郷
本
郷
”
説
“

（
三
）
神
鑑
坪
か
ら
大
森
神
社
へ
の
遷
座
”
伝
説
“

三
崎
神
社
H

説
u

の
論
拠
と
そ
の
検
討

三
崎
神
社
・
氷
川
神
社
の
大
字
宍
道
・
白
石
「
総
氏
神
」
伝
承

三
崎
神
社
社
名
H

三
津
ノ
崎
“
語
源
H

説
“
｜
｜
附
「
女
夫
岩
信
仰
の
断
絶
」
（
注
〈
日
〉
）

三
崎
神
社
社
号
に
関
す
る
私
見

白
石
村
（
ワ
心
か
ら
の
遷
座
H

伝
説
M

｜
｜
鮒
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
方
位
の
ず
れ
資
料
（
注
〈
店
〉
）

四

（ 

一、ーノ

（
『
宍
道
神
社
公
文
立
証
伝
記
』
収
録
）

（四）

（ 

） 

（ 

一、、J

（ 

） 

（四）

以
上
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
』
第
幻
号
掲
載

（
五
）
氷
川
神
社
社
山
か
ら
の
遷
座
伝
説

本
節
途
中
ま
で
本
誌
掲
載

三
崎
神
社
宍
道
（
神
）
社
説
成
立
の
可
能
性
の
検
討

（
一
）
地
名
字
猪
道
山
の
信
懇
性

棟
札
類
に
よ
る
裏
附
け
の
可
能
性

五結

（ 

ー） 

以
上
第
4
章
第
5
節
途
中
か
ら
『
婁
林
』
第
必
巻
2
号
掲
載



四

（五）

氷
川
神
社
社
山
か
ら
の
遷
座
説

前
編
第
4
章
第
4
節
に
お
い
て
、
白
石
村
（
ワ
心
か
ら
の
遷
座
H

伝
説
μ

に
明
確
な
根
拠
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
氷
川
神
社
社
山
か
ら
の
遷
座
伝
説
も
最
初
か
ら
考
慮
外
に
置
く
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
。
即
ち
、

前
編
図
仰
は
図
川
閣
の
部
分
拡
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
氷
川
神
社
の
社
山
竜
臥
山
の
右
（
南
）
側
の
斜
面
を
手
前
（
西
）
の
山
裾
か
ら
上
方

（
東
）
へ
登
る
道
の
如
き
2
本
線
を
引
き
、
そ
の
下
に
「
此
所
宍
道
神
社
旧
遮
猶
存
セ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
氷
川
神
社
社
山
か
ら
字
猪
道
山
地
図

ωω
図
的
3
の
地
に
移
っ
た
と
す
る
伝
説
を
記
す
の
は
m
F
G
・
川
P
Q
で
あ
る
。
即
ち
、

m
F

宍
道
神
社
転
社
ノ
所
調
ハ
栗
原
新
左
エ
門
ト
云
フ
者
ノ
祖
先
当
時
ノ
豪
家
ナ
ル
ヲ
以
右
社
ノ
陵
遅
ヲ
再
興
セ
ン
ト
持
分
ノ
山
ヲ
社
地
ニ
寄

附
シ
今
ノ
所
ニ
移
シ
奉
リ
シ
也
夫
ヨ
リ
新
右
エ
門
家
ハ
世
々
不
抱
盛
表
同
社
遷
宮
ノ
節
ハ
分
外
ノ
扱
向
モ
於
子
今
不
変

宍
道
神
社
モ
朱
引
一
括
ノ
内
ニ
オ
イ
テ
ハ
竜
臥
山
ヨ
リ
己
前
ノ
旧
地
ト
思
ヒ
ヨ
ル
僻
見
ノ
地
モ
御
座
候
得
共
（
後
略
、
服
部
）

今
ノ
宍
道
宿
ニ
移
し
て
よ
り
神
体
も
同
し
く
今
の
氷
川
神
社
の
社
山
ニ
移
し
祭
り
て
（
後
略
、
服
部
）

113 
G 

114 
p 

114 
Q 

然
ル
ニ
祇
園
社
ハ
領
主
崇
敬
ゆ
へ
神
威
日
増
ニ
式
内
宍
道
神
社
ハ
其
衰
微
ノ
体
ニ
相
成
候
ニ
付
慶
長
ノ
頃
栗
原
某
ト
申
者
三
丁
斗
リ
南

一
当
リ
候
持
分
ノ
山
ヲ
寄
附
シ
此
地
ニ
移
奉
ル

『
明
細
帳
』
は
、
峰
清
注
に
よ
れ
ば
明
治
ロ
ニ
∞
立
）
年

1
明
治
は
（
】
∞
∞
】
）
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
C
論
文
附
ぺ
上
段
ロ
行

目
1
U行
目
。

E
論
文
印
に
は
「
明
治
十
四
年
社
寺
明
細
帳
」
と
す
る
）
。
三
崎
神
社
は
当
時
は
そ
れ
ま
で
の
両
大
坪
の
共
同
管
掌
を
止
め
後
大
坪
家

（
大
坪
高
津
）
の
管
掌
と
な
っ
て
い
た
（
E
論
文
明
ω
ぺ
下
段
3
行
目
1
U行
目
。
但
し
、
祭
り
に
も
前
大
坪
家
が
参
加
し
て
い
な
い
記
録
は
目
下
の
と
こ
ろ
見

て
い
な
い
。
公
的
書
類
上
の
み
の
分
離
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
）
模
様
で
あ
る
か
ら
、
『
明
細
帳
』
問
「
社
地
追
々
沿
革
ア
リ
シ
カ
中
昔
龍
伏
山
ヨ

リ
今
ノ
社
地
三
崎
又
ハ
猪
道
山
ト
モ
云
フ
地
一
一
移
シ
奉
ル
」
の
記
載
は
、
高
津
が
（
川
）
川
を
要
約
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

明
μ
今
4
n
M

1
t
1
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四

川
の
裏
附
け
と
は
な
ら
な
い
。

「
宍
道
神
社
」
と
し
て
記
さ
れ
、

三
崎
神
社
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
如
く
、
「
明
治
8
年
1
9年
作
成
と
推
定
」
（
本
章
注
〈
日
〉
書
解
説
）
の
「
宍
道
町
村
絵
図
」
図
的
3
に
は

聞
の
如
く
「
四
百
坪
」
の
境
内
と
「
桁
一
間
梁
五
尺
八
寸
」
の
本
殿
も
実
在
し
て
い
た
。
峰
清
が
明
治
初
心

∞
由
斗
）
年
（
月
日
無
記
）
に
提
出
し
よ
う
と
し
て
作
成
し
た
（
提
出
は
中
止
の
旨
を
記
す
）
大
森
神
社
の
宍
道
神
社
「
社
号
改
名
及
昇
格
之
請
願
」
中

に
も
次
の
如
く
あ
る
。

lll 

一
無
格
社

三
崎
神
社

申
仲
丈
生
設
一
宇

ノ
岡
周
附
属
建
物
ナ
シ

社
地
ハ
跡
前
i
h紅
一
地
名
ヲ
俄
然
猪
道
山
醐
淵
ト
書
セ
リ
雲
松
寺
境
内
ト
双
テ
肪
墳
墓
ノ
間
ヲ
貫
キ
切
断
シ
テ
馬
場
ア
リ
社
ア
リ
宍
道

町
ヨ
リ
東
方
－
一
一
離
ル
、
事
一
一
丁
余
此
山
脈
ハ
竜
臥
山
ニ
属
セ
リ
西
方
ニ
川
ヲ
挟
ン
デ
対
ス
ル
山
脈
ヲ
竜
化
山
ト
云
フ

龍一一組統一店一一切訓
7

〉
川
是
ナ
リ

御
前
宝
社
中
津
祇
園
社
中
津
ノ
宮
ト
一
玄
フ
是
ヲ
宍
道
神
社
ト
云

（
文
書
⑧
『
宍
道
神
社
公
文
立
証
伝
記
』
叩
丁
ウ
）

川
附
図
の
図
仰
に
描
か
れ
た

場
ア
リ
」
と
す
る
道
は
、
図
的
削
矢
印
5
の
直
線
で
、
今
も
雲
松
寺
の
墓
地
の
聞
を
貫
い
て
山
裾
に
達
し
て
い
る
。
山
裾
か
ら
は
石
段
で
雲
松

寺
本
堂
前
に
登
る
。
こ
の
「
馬
場
」
に
沿
っ
た
左
（
北
東
）
側
に
図
的
仙
W
「
馬
場
屋
敷
九
百
十
一
」
「
馬
場
屋
敷
九
百
十
二
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
地
図
矧
W
の
「
小
字
馬
場
屋
敷
」
と
対
応
す
る
。
こ
の
直
線
道
の

5
「
馬
場
」
は
北
西
側
に
大
正

7
a）
年
簸
上
鉄
道
が
敷
設
さ

れ
た
が
、
今
も
残
存
し
使
用
さ
れ
て
い
る
。
秦
武
男
氏
も
こ
の
道
を
「
馬
場
」
と
呼
ば
れ
た
（
平
成
9

〈
官
〉
年
8
月
ロ
日
）
が
、
右
の
如
く
文
献

「
宍
道
神
社
」
に
登
る
道
の
一
部
は
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
即
ち
、

閣
に
「
左
右
墳
墓
ノ
間
ヲ
貫
キ
切
断
シ
テ
馬

的
に
も
裏
附
け
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
図
倒
仰
の
「
宍
道
神
社
旧
連
猶
存
セ
リ
」
と
記
し
た
上
方
に
引
か
れ
た
2
本
線
の
、
氷
川
神
社
の
社
（
裏
）
山
へ
登
る
道
の
よ
う

に
も
見
え
る
道
に
該
当
す
る
道
は
、
「
宍
道
町
村
絵
図
」
図
刷
ー
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
し
、
宍
道
町
役
場
税
務
課
所
管
『
字
限
図
』
（
図

ω仰
は



後
の
調
製
人
転
写
？
〉
本
。
原
本
の
作
成
年
と
作
成
者
は
無
記
入
。
里
山
田
祐
一
氏
は
明
治
8

・
9
年
の
作
成
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
。
：
：
：
宍
道
町
役
場

持
田
昌
良
氏
・
稲
田
信
氏
）
の
図

ωー
も
同
様
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

秦
武
男
氏
に
よ
る
と
、

131 

氷
川
神
社
の
裏
山
は
小
さ
な
山
で
、
頂
上
に

「
才
ノ
神
さ
ん
の
土
盛
り
が
あ
り
、
そ
こ
へ
は
山
道
で
上
っ
た
。
敗
戦
前
、

5
月
白
日
の

天
満
宮
の
祭
り
の
時
に
は
子
供
達
が
弁
当
を
持
っ
て
登
り
、
そ
こ
で
食
べ
て
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
私
よ
り
も
2
、
3
才
年
上
の
人
は

知
っ
て
い
る
。
子
供
達
は
山
の
頂
上
で
木
で
枠
を
作
り
小
屋
掛
け
し
、
小
屋
の
中
で
遊
ん
だ
。
戦
争
中
に
は
食
べ
る
物
が
不
自
由
だ
っ
た

の
で
弁
当
は
食
べ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
記
憶
で
は
、
山
の
中
に
旧
社
地
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
通
ず
る
参
道
も
な
か
っ
た
し
、
参
道
の

跡
も
な
か
っ
た
。
氷
川
神
社
の
裏
山
に
は
右
の

「
才
ノ
神
さ
ん
」

の
土
盛
り
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
。
（
平
成
9

〈
官
〉
年
8
月
日
日
談

話）

と
い
う
。

秦
氏
の
話
が
明
治
初
年
に
も
朔
り
得
る
事
実
で
、
図
働
側
の

2
本
線
が
道
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
社
論
に
際
し
て
両
大
坪

が
造
作
し
た
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、

2
本
線
が
道
を
表
現
し
た
も
の
で
な
い
の
な
ら
ば
、
図
倒
仰
の
氷
川
神
社
の
山
の
左
（
北
西
）
側
に

引
い
た
3
本
線
と
同
様
の
描
線
と
な
る
（
但
し
、

2
本
線
の
角
度
は
3
本
線
と
異
な
り
山
裾
に
添
っ
て
い
な
い
か
ら
、
疑
問
が
残
る
）
。

し
か
し
、
図
倒
「
宍
道
町
村
絵
図
」
に
描
か
れ
た
道
（
赤
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
）
は
当
時
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
公
道
を
示
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
、
秦
氏
の
子
供
の
時
に
氷
川
神
社
の
裏
山
に
登
っ
た
と
い
う
山
道
は
図
倒
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
図
仙
川
『
字
限
図
』

も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、

三
崎
神
社
旧
社
地
3
が
『
字
限
図
』
の
図

ωに
特
に
「
九
一
九
ノ
一
ご
番
地
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
図

が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
ま
だ
実
際
に
社
肢
が
あ
り
祭
杷
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
字
限
図
』
の
図
倒
l

J
に
「
宍
道
神
社
旧
迩
」
に
当

た
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
当
時
社
地
と
し
て
の
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
『
字
限
図
』

の
図
仙
に
は
3
コ
一
崎
神
社
の
社
地
を
記
載
す
る
も
の
の
、
図

ω5
「
馬
場
」
以
外
に
は
そ
こ
に
通
ず
る
参
道
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

出
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＋ ノ、

従
っ
て
、
図
倒
閣
l
に
参
道
や
旧
社
地
（
「
宍
道
神
社
旧
迩
」
）
に
相
当
す
る
も
の
が
一
所
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、

そ
れ
ら
が
な
か
っ
た

と
は
目
下
の
と
こ
ろ
断
定
で
き
な
い
。
明
治
最
初
期
と
秦
武
男
氏
の
記
憶
の
戦
争
中
と
の
間
は
約
何
年
を
隔
て
て
い
る
し
、
大
正
7
（
四
）
年
秦

家
が
後
大
坪
家
の
神
職
を
継
い
だ
時
に
は
何
の
引
き
継
ぎ
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
（
本
章
注
〈
7
〉
・

D
論
文
お
ベ
注
〈
3
〉
）
か
ら
、
両
大
坪
家
の
こ

の
旧
社
地
伝
説
が
秦
家
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
承
力
と
い
う
も
の
も
、

口
承
の
場
合
（
時
に
は
文

書
が
あ
っ
て
も
）
必
ず
し
も
強
い
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
女
夫
岩
遺
跡
も
、
平
成
8
（mm）年
7
月
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
初
め
て
巨
岩
下

方
（
西
方
）
に
祭
杷
に
係
わ
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
祭
）
壇
と
そ
の
下
（
西
方
）
に
広
い
削
平
さ
れ
た
平
坦
地
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

（初）た
。
そ
れ
ま
で
は
、
草
木
に
埋
も
れ
、
私
の
知
る
限
り
で
は
こ
の
遺
構
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
編
第
2
章
注

（1
）
に
述
べ
た
通
り
、

川
明
治
3
（
】
∞
さ
）
年
7
月
当
時
女
夫
岩
は
「
講
中
ヲ
以
祭
」
ら
れ
、
そ
の
祭
杷
を
前
大
坪
が
担
当
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
実
は
両
大
坪
家
が
宍
道
村
か
ら
去
っ
た
後
は
秦
家
に
も
住
民
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
（
本
章
注
〈
日
〉
の
「
女
夫
岩
信
仰
の
断

絶
」
が
原
因
で
あ
ろ
う
）
。

「
宍
道
神
社
」
を
氷
川
神
社
社
山
か
ら
遷
し
た
と
す
る
伝
承
を
裏
附
け
る
物
証
は
目
下
の
と
こ
ろ
は
管
見
に
入
ら
ず
、

m
F

「
栗
原
新
左
エ
門
ト
云
フ
者
ノ
祖
先
：
：
：
右
社
ノ
陵
遅
ヲ
再
興
セ
ン
ト
持
分
ノ
山
ヲ
社
地
ニ
寄
附
シ
今
ノ
所
ニ
移
シ
奉
リ
シ
也
夫
ヨ
リ
新
右
エ
門
家

以
上
に
よ
り
、

ハ
世
々
不
抱
盛
表
同
社
遷
宮
ノ
節
ハ
分
外
ノ
扱
向
モ
於
干
今
不
変
」

お
よ
び
川
Q

「
慶
長
ノ
頃
栗
原
某
ト
申
者
三
丁
斗
リ
南
ニ
当
リ
候
持
分
ノ
山

ヲ
寄
附
シ
此
地
－
一
移
シ
奉
ル
」
と
い
う
、
両
大
坪
家
の
伝
承
と
明
治
初
年
に
お
け
る
栗
原
家
に
対
す
る
特
別
待
遇
の
慣
習
の
み
が
根
拠
と
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
栗
原
家
の
人
物
を
棟
札
か
ら
探
し
、

そ
の
人
物
の
社
会
的
地
位
お
よ
び
そ
の
変
化
を
調
べ
、
真
偽
の
程
を
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
。

ま
ず

川
フ
に

「
新
左
衛
門
と
心
を
合
計
置
候
事
と
奉
存
候
」
と
あ
る
こ
と
で
、
明
治
2
・
3
年
当
時
栗
原
新
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
実
在

し
た
ら
し
い
こ
と
が
判
る
。
実
際
、
下
記
国
棟
札
銘
文
に
同
姓
同
名
の
人
物
名
が
見
え
る
。
宍
道
町
に
お
け
る
栗
原
姓
の
数
と
分
布
を
町
内
の

電
話
帳
（
平
成
7
〈
羽
〉
年
宍
道
町
教
育
委
員
会
提
供
コ
ピ
l
。
作
成
年
無
記
。
「
公
社
・
有
線
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
昭
和

ω
〈
首
〉
年
4
月
1
日
の
N
T



T
創
立
以
前
の
作
成
で
あ
る
〉
で
調
べ
る
と

大
字
宍
道
ロ
戸
・
大
字
昭
和
3
戸
・
大
字
白
石
l
戸
・
大
字
東
来
待
2
戸

と
な
る
。
次
に
、
秦
武
男
氏
に
よ
れ
ば
、

大
字
宍
道
日
戸
・
大
字
昭
和
4
戸
・
大
字
白
石
2
戸
・
大
字
東
来
待
2
戸

（
平
成
叩
〈
mm
〉
年
5
月
ロ
日
消
印
葉
書
）

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
栗
原
新
左
衛
門
は
か
つ
て
の
大
字
宍
道
町
か
大
字
宍
道
村
の
地
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
秦
武
男
氏
は
、
「
粟

原
家
の
功
績
と
特
別
待
遇
に
つ
い
て
は
初
耳
で
、
栗
原
姓
の
人
に
尋
ね
ま
し
た
が
新
左
衛
門
家
が
今
の
ど
の
栗
原
家
に
当
た
る
か
も
判
り
ま
せ

ん
。
」
（
同
右
葉
書
〉
と
言
わ
れ
る
。

喜そ
紙）

＼ 園
社『

氷

呆担

君Z
U 棟
l 札
枚類

か芝

員三
原両
警番
人荘
智棟
り札
字写
え円

高木
札幡
を修
年介
代氏

官房
見月
て似
lゐ の
え棟
こ 札
と 。

~ fil 
q社

璽主
JY.jミノ

姓紙
の園
入院
物 v

4 の
枚

社
会＝
的隔
地神
位社

（
お
よ
び
そ
の
変
遷
）
を
知
る
必
要
が
あ
る
か
ら
全
文
を
翻
刻
す
る
。
但
し
、
『
両
紙
園
社
棟
札
写
』
は
、
前
編
第
l
章
に
述
べ
た
よ
う
に
本
願
を

初
め
と
し
た
代
表
的
人
物
達
を
中
心
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
省
略
が
あ
る
。
本
『
棟
札
写
』
中
の
〈
〉
は
注
記
・

《
》
は
朱
注
で

あ
る
。
な
お
、
栗
原
姓
の
人
物
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
す
る
。
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五、v〆

寛
永
廿
年
〈
文
化
三
年
迄
百
六
十
四
年
〉

太
守
直
政
公

庄
屋
栗
原
助
次
郎

同

小

豆

津

彦

五

郎

下
村
久
右
衛
門
町
年
寄
名

目
代
惣
兵
衛

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

七
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〔

表

〕

（
『
両
紙
圏
社
棟
札
写
』

2
丁
ウ
。
寛
永

m
Q
2
0
年
棟
札
。
神
社
名
を
記
し
て
い
な
い
。
北
ノ
祇
園
社
と
推
測
さ
れ
る
）

／＼ 

（
焚
字
）
奉
上
葺

聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
声

当
社
祇
園
牛
頭
天
王
御
社

哀
感
衆
生
者
我
等
今
敬
礼

一
字

勲
力
檀
那
中
十
二
氏
子
大
工
渡
辺
中
三
郎
藤
原
慶
次
鍛
治
文
殊
庄
衛
門

御
国
主
松
平
出
羽
守
源
朝
臣
直
政
公

御
代
官
篠
原
小
兵
衛
神
主
大
坪
大
和
平
朝
臣
宗
重
並
ニ
大
坪
中
務
省
次
久

〔
一
一
〕

町
之

御
本
願
年
寄
衆

目

代

小
豆
津
与
市
郎

木
幡
屋
五
郎
作

木
幡
屋
三
四
郎

勝
代
吉
兵
衛

木
幡
屋
新
三
郎

野
津
惣
兵
衛

庄
屋
栗
原
助
二
郎

正
保
三
年

干
時

敬
白

並
五
ケ
村
中

庄
屋
小
豆
津
市
右
衛
門

戊丙

十
三
月
十
九
日

遷
宮
畢

（
木
幡
修
介
氏
蔵
、
北
ノ
祇
園
社
正
保
3

〈
H
E∞
〉
年
間
以
月
四
日
上
葺
棟
札
）

国
寛
文
三
卯
夏
棟
札
〈
文
化
三
年
迄
百
四
十
四
年
〉

〈七〉神
主
大
坪
内
記

守
虫
蝕
）

与
頭
堀
江
七
左
衛
門

小
豆
津
五
右
衛
門

木
幡
屋
利
右
衛
門

完
道
庄
屋栗

原
仁
左
衛
門

仁
田
与
兵
衛

清
水
市
右
衛
門

山
田
与
二
右
衛
門

目同 年
代 寄

（
『
両
紙
圏
社
棟
札
写
』

3
丁
ウ
。
寛
文

3
2
2
0
年
夏
棟
札
。
神
社
名
を
記
し
て
い
な
い
。
北
ノ
祇
園
社
と
推
測
さ
れ
る
）
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元
禄
一
一
一
庚
午
年

〈
文
化
十
一
戊
迄

全
国
子
和
＝
一
亥
マ
デ

〈

八

〉

百
二
十
五
年
〉

百
十
四
年
》

小
豆
屋
源
右
衛
門

枚
谷
与
兵
衛

木
幡
屋
土
旦
二
郎
《
浄
意
若
名
》

葉
山
与
市
郎
《
浄
宇
若
名
後
与
三
郎
与
逸
》

奉
建
立
宍
道
社
一
宇
小
豆
津
与
一
右
衛
門
《
宗
富
》
小
豆
津
五
右
衛
門

〈
祇
園
社
也
〉
木
幡
屋
三
一
七
《
灘
木
幡
屋
》

栗
原
十
左
衛
門

増
田
七
三
郎

勝
代
善
四
郎

日
（
E
論
文
）

〔表〕

（
棟
札
裏
銘
文
は
省
略
、
日
参
照
）

（
『
両
紙
園
社
棟
札
写
』

4
丁
ォ
。
元
禄

3
0
2
9
年
宍
道
社
〈
中
津
祇
園
社
〉
建
立
棟
札
）

悪
魔
降
伏

奉
建
立
稲
荷
三
神
霊
廟
一
宇

万
徳
園
満

同町組庄男
老頭歴代

葉
山
屋
与
三
郎

勝
代
善
四
郎

高
砂
屋
与
兵
衛

小
豆
屋
五
右
衛
門

木
幡
屋
吉
三
郎

木
幡
屋
三
七

栗
原
＋
左
衛
門

同年地
寄方

当
社
石
築
地
米
銭
寄
進
糸
川
八
良
兵
衛

清
水
与
次
兵
衛

増
田
七
三
郎

栗
原
六
左
衛
門

糸
川
八
郎
兵
衛

栗
原
善
左
衛
門

古
割
兵
右
衛
門

大
工

小
豆
津
市
良
右
衛
口

嗣
官

大
坪
丹
後
守
平
重
久

（
元
禄
8

〈
日
目
白
印
〉
年
4
月
吉
祥
日
稲
荷
三
神
霊
廟
建
立
棟
札
）

出
雲
園
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

九



庄
屋
喜
右
衛
門

小
豆
屋
金
松
《
松
江
小
豆
屋
浅
右
衛
門
勝
郷
後
》

枚

谷

甚

七

正

徳

六

年

丙

申

三

月

簿
一
日
平
如
、
U
U
M
什
が
務
木
幡
屋
与
右
エ
門
書
貞
道
良
》
（
省
略
附
号
〉

〈

九

〉

葉

山

屋

与

三

郎

《

浄

宇

》

奉
修
覆
完
道
社
一
宇
小
豆
津
与
市
右
エ
門
性
判
明

〈

祇

園

社

也

〉

〈

好

山

〉
木
幡
屋
理
右
エ
門
《
灘
木
幡
屋
》

中
津
七
右
エ
門
《
小
福
葉
山
屋
》

増
田
七
三
郎

栗
原
重
左
エ
門

奥
村
柳
庵

136 

《
享
保
元
年
ナ
リ
》

正
徳
六
丙
申
三
月

。

同
平
兵
衛
議
事

〈
小
豆
屋
午
二
郎
祖
父
〉

137 

（F
論
文
飽
〈
省
略
ア
リ
〉
の
全
文
）

（
『
両
紙
園
社
棟
札
写
』

5
丁
オ
。
正
徳
6
〈
日
コ
白
〉
年
3
月
宍
道
社
〈
中
津
祇
園
社
〉
修
覆
棟
札
）

〔表〕下

津

磐

根

仁

宮

柱

太

敷

立

豆

社

司

大

坪

豊

記

利

久

奉
造
立
雲
陽
意
宇
郡
完
道
郷
客
大
明
神
二
予
国
君
松
平
幸
千
代
公

高

天

原

仁

千

木

高

知

豆

大

工

梅

田

平

六

〔裏〕天
長
地
久

葉
山
善
右
衛
門

増
田
権
七

目

代



木
幡
展
与
右
衛
門

小
豆
津
与
市
右
衛
門
勝
富

秋
谷
甚
七

古
割
助
治

栗
原
仁
左
衛
門

糸
川
弥
三
右
衛
口

時

享
保
二
十
乙
卯
暦
三
月
朔
日

本町
願主

社
頭
安
康

同年庄

寄屋

138 

〔表〕下
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
亘
社
司
大
坪
豊
記
利
久

奉
修
覆
稲
荷
三
所
大
明
神
一
字
国
君
松
平
幸
千
代
公

高

天

原

仁

千

木

高

知

豆

大

工

北

脇

小

平

〔裏〕

時

享
保
二
十
年
乙
卯
孟
夏
廿
一
日

邑
中
十
二
氏
子

1:m 

〔表〕

町
年
寄

同同
口庄年同

十
二
氏
子（

享
保

m
O
3
9
年
3
月
朔
日
客
大
明
神
造
立
棟
札
）

寄屋代

小
豆
津
与
一
右
衛
門

木
幡
屋
与
右
衛
門

増
田
権
七

古
割
助
治

栗
原
仁
左
衛
門

糸
川
弥
三
右
衛
門

（
享
保
卸
会
誌
の
年
孟
夏
幻
日
稲
荷
三
所
大
明
神
修
覆
棟
札
）

下
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
亘
社
司
大
坪
長
門
富
久

奉
修
覆
雲
陽
意
字
郡
宍
道
郷
客
大
明
神
二
子
太
守
松
平
出
羽
守
源
宗
桁
公

高

天

原

鉱

樽

木

高

知

豆

大

工

加

納

円

七

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）



〔裏〕天
長
地
久

本町
願年

寄代

目

干
時
寛
延
一
一
一
庚
午
載
二
一
月
十
一
一
日

社
頭
安
康

同年庄

寄屋

葉
山
善
右
衛
門

小
豆
屋
平
兵
衛

木
幡
与
右
衛
門

小
豆
津
与
市
右
衛
門

枚
谷
与
兵
衛

枚
谷
清
四
郎

高
田
治
良
右
衛
門

栗
原
与
右
衛
門

奉
加
頭
取

糸
川
与
一
兵
衛

新
田
与
七

小
豆
屋
清
助

士
口
割
太
兵
衛

伊
原
徳
三
郎

筆
屋
善
右
衛
門

十
二
氏
子

〔表〕

間
（
F
論
文
引
の
棟
札
表
全
文
。
棟
札
裏
に
つ
い
て
は
引
に
全
文
紹
介
し
た
か
ら
、
本
研
究
に
必
要
な
「
志
主
」
の
箇
所
の
み
を
こ
こ
に
引
か
ら
引
用
す
る
）

（
寛
延
3
〈

】

叶

印

口

〉

年

3
月
ロ
日
客
大
明
神
修
覆
棟
札
）

底
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
豆

奉
造
立
雲
陽
意
字
郡
完
道
郷
稲
荷
三
一
所
神
霊
一
字
国
君
出
雲
少
将
宗
街
公

高
天
原
仁
千
木
高
知
ョ

本
願

社
奉
行

中大
根野
兵権
馬右

衛
門

神
主

小
豆
津
与
市
右
衛
門

葉
山
善
右
衛
門

町
老
木
幡
屋
祖
右
衛
門

組

頭

枚

谷

与

兵

衛

大
坪
多
伝
治
意

目
代
小
豆
屋
平
兵
衛

庄

屋

野

津

文

七

年
寄
延
野
屋
惣
十

稲
村
嘉
右
衛
門

伊
藤
文
吉

施
工



〔裏〕

志
主

上
田
武
右
衛
門

木
幡
新
三
郎

新
田
与
七

回
中
彦
十

伊
藤
安
左
右
衛
門

長
谷
川
捨
松

石
原
粛
三
右
衛
門

内
藤
平
右
衛
門

勝
部
重
左
右
衛
門

官
廻
彦
五
郎

清
水
市
郎
右
衛
門

今
岡
伊
兵
衛

141 

〈
十
一
〉

〈
文
化
十
一
戊
7

テ

《
享
和
三
亥
マ
テ

明
和
九
壬
辰
十
月
十
一
日

〈
安
永
一
克
年
也
〉

四
十
三
年
〉

三
十
二
年
》

〈
完
道
〉祇

園
社
棟
札

目
代

庄
屋

町
年
寄

町
年
寄

木
屋
伊
右
衛
門

古
割
新
蔵

栗
原
喜
左
右
衛
門

同
与
左
右
衛
門

間
彦
右
衛
門

新
田
藤
四
郎

（
宝
暦
8
〈コ印∞〉

7
月
7
日
稲
荷
三
所
神
霊
一
宇
造
立
棟
札
）

栗 木小葉木葉宮
原幡豆山幡山 廻
善与津善卯善 彦
八 右与右兵重五
富衛一衛衛郎 郎
居門右門照房 信

親衛堕良尚惟

民切手喜在房議
徳雇勝語云久華清
量平車己！e右地
菜田寅 市
~~ド慶
~ 1k、d
相
続

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
つ
一
）

小
豆
津
源
久
郎

木
幡
屋
新
三
郎

木
屋
太
郎
左
衛
門

古
割
新
蔵

宮
廻
権
右
衛
門

小
豆
津
午
次
郎

小
一
旦
津
孫
四
郎
綿
一
理
百
弟
》

新
田
清
左
衛
門

高
田
屋
吉
右
衛
門



今
一
一
保
邦
久
書
〉
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〔表〕

下
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
知

四

枚

谷

輿

蔵

清

水

和

吉

奥

村

柳

津

伊

原

安

左

衛

門

布

野

東

英

入

国

屋

多

吉

（
『
両
紙
圏
社
棟
札
写
』

7
丁
オ
。
明
和
9

0

コN
〉
年
刊
月
日
日
〈
宍
道
〉
祇
園
社
〈
北
ノ
祇
園
社
ワ
〉
棟
札
）

木
幡
屋
源
六

延
野
屋
惣
十

庄

屋

宮

廻

千

三

郎

木

幡

屋

与

平

次

目

代

杉

谷

丈

三

郎

上

回

新

十

町
年
寄
葉
山
正
助
春
方
小
豆
沢
覚
兵
衛

町
年
寄
葉
山
清
助
房
尚
木
幡
定
兵
衛

葉

山

小

市

郎

木

屋

太

郎

左

衛

門

葉
山
与
三
郎
重
農
古
割
新
蔵

乙
部
次
郎
兵
衛

社

奉

行

小

豆

津

与

市

右

衛

門

勝

珍

小

豆

津

元

次

郎

＠

大
野
権
右
衛
門

木
幡
与
右
衛
門
将
良
足
立
源
助

大
坪
中
書
平
定
久

神

主

木

幡

喜

三

郎

照

良

宮

廻

甚

七

大
坪
左
京
平
筆
久

栗

原

嘉

左

衛

門

新

田

夫

蔵

奥

村

柳

庵

高

田

屋

次

郎

右

衛

門

宮

廻

次

郎

兵

衛

清

水

儀

蔵

小

豆

沢

孫

四

郎

伊

原

多

兵

衛

入
国
屋
友
十

葉
山
屋
清
蔵

遷
宮
安
座
幣
頭
遠
藤
河
内
正
歳
演

高
天
原
仁
千
木
高
知
豆

奉
修
覆
雲
陽
意
字
郡
完
道
祇
園
社
二
子
国
主
出
雲
少
将
治
郷
公



＠
白
石
五
箇
村

〔裏〕

天
長
地
久

本
郷書室

内
藤
半
十

内
藤
与
兵
衛

小
豆
沢
清
五
郎

内
藤
弥
右
衛
門

小
豆
沢
和
右
衛
門

小
豆
沢
甚
蔵

小
豆
沢
助
右
衛
門

小
豆
沢
甚
助

持
田
佐
助

年坂
寄口

伊
原
善
左
エ
門

大
田
与
三
右
エ
門

伊
原
兵
右
エ
門

大
図
仁
左
エ
門

伊
原
作
左
エ
門

年金
寄山

伊
原
与
次
兵
衛

福
田
林
次

高
木
与
三
郎

高
木
林
太

高
木
藤
五
郎

野
荷
村
喜
左
エ
門

干
時
文
化
三
年
丙
寅
三
月
八
日
完
道
村
町
五
人
組

小
豆
淳
之
外
親
子
之
名
前
書
記
候
例
無
之
候
得
共
葉
山

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

年下
寄倉

曽
田
小
左
エ
門

内
藤
長
右
エ
門

曽
田
九
郎
右
エ
門

森
山
利
右
エ
門

内
藤
喜
十

小
豆
沢
文
十

年佐
寄為

川
嶋
太
市

川
嶋
忠
左
エ
門

川
嶋
十
兵
衛

川
嶋
庄
右
衛
門

小
豆
沢
林
三
郎

稲
林
惣
左
エ
門

稲
村
庄
三
郎

川
嶋
祐
蔵

木
屋
太
郎
左
エ
門

金
山
屋
彦
六

鍛
治
屋
太
郎
右
エ
門

延
野
屋
宗
十

高
田
屋
次
郎
右
エ
門

木
幡
屋
定
兵
衛

木
幡
屋
覚
三
郎

大
工
宍
道
伊
藤
円
次

櫓
皮
秋
鹿
大
野
村
佐
助

五
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木
幡
両
家
此
度
限
後
例
仁
不
相
成
旨
無
余
儀
頼
仁
付

右
両
家
共
親
子
之
名
前
相
記
の
後
年
為
証
拠
艮
席

以
自
筆
写
右
意
趣
書
記
置
者
也

〔表〕

ム

ノ、

美
島
屋
善
三
郎

針
屋
仙
蔵

大
田
屋
作
右
エ
門

糸
川
屋
儀
左
エ
門

稲
村
惣
太

（
木
幡
修
介
氏
蔵
、
文
化
3
〈日∞
Da〉
年
3
月
8
白
紙
園
社
〈
北
ノ
祇
園
社
？
〉
修
覆
棟
札
）

下
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
豆

奉
修
覆
雲
陽
意
字
郡
完
道
郷
稲
荷
大
明
神
一
字
国
君
松
平
出
羽
守
源
治
郷
公

高
天
原
仁
千
木
高
知
豆

＊
本
願

小
豆
津
与
市
右
エ
門

葉
山
与
三
良

木
幡
与
右
エ
門

葉
山
清
助

葉
山
七
助

枚
谷
丈
三
良

田
中
利
助

宮
廻
甚
七

足
立
源
助

官
廻
次
良
兵
衛

小
豆
屋
孫
四
良

小
一
旦
屋
新
重

栗
原
喜
右
工
門

伝
右
エ
門

伊
藤
甚
左
衛
門

社

奉

行

神

主

大

坪

左

京

平

筆

久

＊

，
乙
部
次
良
兵
衛

遷
宮
安
座
幣
頭
遠
藤
河
内
正
源
犠
演

〔裏〕

伊
原
柳
助

干

時

文

化

六

年

小

豆

屋

庄

蔵

天

長

地

久

勧

化

世

話

人

足

立

孫

左

エ

門

己

巳

九

月

廿

七

日

栗

原

与

左

エ

門

渡
部
増
兵
衛

新
田
夫
蔵

新
田
定
兵
衛

糸
川
源
七

大
工

伊
藤
円
次

檎

皮

才

人

（
文
化
6

〈日∞
D
U
〉
年
9
月
幻
日
稲
荷
大
明
神
修
覆
棟
札
）



国
（

E
論
文
8
b
の
全
文
）

〔表〕

森
脇
屋
万
四
郎

佐
々
布
屋
庄
十

木
幡
屋
勘
兵
衛

田
中
理
左
衛
門

木
幡
久
右
衛
門

本
願
小
豆
津
与
市
右
衛
門
勝
貞
＊

宮
廻
慶
一
郎

葉
山
理
右
衛
門

学
頭
屋
五
郎
兵
衛

小
豆
屋
理
七

小
豆
屋
伊
兵
衛

下
津
磐
根
仁

遷
宮
安
座
幣
頭
遠
藤
左
内
藤
原
貞
利
執
之

奉
修
覆
正
一
位
稲
荷
大
明
神
二
子
国
君
松
平
出
羽
守
源
斎
貴
公

宮
柱
太
敷
立
豆

社
奉
行

早堀
川彦
太右
兵衛
衛門

神
主
大
坪
播
磨
平
富
久

＊
嫡
子

延
野
屋
善
兵
衛

小
豆
展
佐
助

高
田
屋
才
七

栗
原
屋
丈
七

藤
原
市
左
衛
門

小
豆
津
与
市
郎

木
幡
屋
儀
蔵

佐
々
布
屋
為
蔵

古
川
屋
源
兵
衛

山
本
屋
三
郎
兵
衛

〔裏〕

十
二
氏
子

天
長
地
久

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

宮
庄
屋
足
立
孫
左
衛
門

小
豆
屋
甚
左
衛
門

栗
原
嘉
左
衛
門

小
豆
屋
慶
入

新
田
屋
定
右
ヱ
門

鍛〈延
治ご野
屋）屋
広宇
兵 三
衛 郎

白
石
村
庄
屋

梶
谷
与
三
右
衛
門

佐
ん
で
布
村
庄
展

三
嶋
周
兵
衛

白
石
村
金
山
年
寄

福
田
善
蔵

η
坂
口
年
寄

太
田
与
三
次

η
才
年
寄

川
嶋
与
次
兵
ヱ

η
下
倉
年
寄

曽
田
小
助

大
工
伊
藤
甚
三
郎

飯
野
源
重

木
挽
大
谷
屋
源
助

槍
皮
秋
鹿
郡
大
野
村

佐
助

七



木
幡
屋
五
左
衛
門

八

糸
川
展
金
兵
衛

H

本
郷
年
寄

内
藤
覚
助

土
屋
源
入

（
年
月
日
無
記
〈
幕
末
。
安
政
2
年
9
月
日
日
客
大
明
神
修
覆
棟
札
、
お
よ
び
国
慶
応
元
年
5
月
初
日
稲
荷
大
明
神
再
建
棟

新
田
屋
藤
重

145 

（
下
論
文
明
の
全
文
）

札
に
も
本
棟
札
と
同
じ
く
「
檎
皮
大
野
村
佐
助
」
・
「
檎
皮
秋
鹿
郡
大
野
村
佐
助
」
と
あ
る
〉
稲
荷
大
明
神
修
覆
棟
札
）

〔表〕

遷
宮
安
座
幣
頭
大
坪
主
馬
平
章
久
執
之

下
津
磐
根
仁

奉
再
建
正
一
位
稲
荷
大
明
神
社
国
君
松
平
定
安
公

宮
柱
太
敷
立
ョ

神
主

大
坪
帯
刀
平
良
久

入
国
屋
伊
左
ヱ
門

財

満

屋

伝

四

郎

木

幡

屋

佐

平

太

葉

山

屋

儀

之

助

古

割

屋

清

兵

衛

大

坪

行

蔵

大

廻

屋

仙

お

ヱ

門

講

宮

廻

権

左

衛

門

木

屋

半

六

木

屋

久

兵

衛

小

豆

屋

理

七

木

幡

久

右

衛

門

奥

村

柳

泰

※
本
願
小
豆
津
九
郎
右
衛
門
勝
実
嫡
子
小
豆
津
金
一
郎

田

中

吉

兵

衛

清

水

屋

又

市

高
井
兵
太
夫

社
奉
行

X

渡
部
治
太
夫

足
立
孫
左
ヱ
門

小
一
旦
屋
佐
助

玄
行
屋
伴
兵
衛

新
田
屋
武
右
エ
門

土
屋
新
重

鍛
治
屋
勘
十

大
工
栗
原
福
重

男
勇
七

木
挽
大
谷
屋
源
助



高
田
屋
久
四
郎

葉
山
屋
礼
蔵

坪
内
通
博

木
幡
屋
丈
助

森
脇
康
平
七

木
幡
屋
三
七

小
豆
屋
吉
郎
兵
衛

桶
屋
工
市

富
田
屋
喜
七
郎

古
割
屋
円
蔵

山
根
屋
宗
兵
衛

〔裏〕

子
時
慶
応
元
年

巳
閏
五
月
廿
八
日

当
所目

代
三
七

庄
屋
順
蔵

年
寄
久
四
郎

同

節

蔵

当
郡

下
郡
松
浦
宇
右
衛
門

天
長
地
久

与
頭
永
原
市
右
衛
門
善
順

佐
々
布
村

庄
屋
長
右
エ
門

年
寄
嘉
十

同

字

助

同

伊

蔵

同

惣

右

ヱ

門

伊
志
見
村

年
寄
源
三
郎

新
田
農
林
十

中
栗
原
屋
新
左
ヱ
門

小
豆
屋
秀
平

白
石
村

庄
屋
佐
平

年
寄
権
入

同

太

四

郎

同

祐

四

郎

同

平

助喜
四
郎

同
西
来
待
村

庄
屋
鹿
之
助

年
寄
林
左
ヱ
門

同

周

兵

衛

同

久

蔵

同

佐

一

右

ヱ

門

出
雲
国
式
内
市
一
ハ
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
会
一
）

秋
鹿
郡
大
野
村

槍

皮

佐

助

東
来
待
村

庄
屋
嘉
蔵

年
寄
権
助

同

彦

四

郎

同

惣

太

郎

上
来
待
村

庄
屋
善
市

年
寄
甚
右
ヱ
門

同

与

右

ヱ

門

同

福

助

同

唯

市

林
村庄

屋
夫
助

年
寄
延
助

同

与

助

問

円

七

同

磯

太

郎

大
谷
村

庄
屋
岩
三
郎

年
寄
普
助

同

祐

蔵

玉
造
村

庄
屋
徳
右
ヱ
門

年
寄
伊
左
ヱ
門

同

善

右

ヱ

門

湯
町面

白
村

目
代
本
右
ヱ
門

庄
屋
柳
助

年
寄
平
左
ヱ
門

同

弥

右

エ

門

同

与

三

郎

以
上
十
二
氏
子

（
慶
応
元

0
8日
〉
年
間
5
月
初
日
稲
荷
大
明
神
社
再
建
棟
札
）

九
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（

F
論
文
田
の
全
文
）

〔
士
表
〕

千
家
殴
名
代
坪
内
忠
臣

奉
建
立
正
一
位
清
向
稲
荷
大
明
神

神
主
大
坪
万
寿
男
平
良
久

〔

裏

〕

小
豆
沢
九
郎
右
エ
門

冨
田
慶
喜
七
郎

天
長
地
久
干
時
明
治
三
年
午
四
月
七
日
講
中
大
蔵
屋
土
口
兵
衛

木
屋
久
兵
衛

財
満
屋
伝
四
郎

147 

（

E
論
文
位
の
全
文
）

〔表〕

勝
部
宗
之
助

土
江
源
八

渡
部
忠
次
郎

新
田
千
蔵

栗
原
喜
平

安
立
藤
太

小
豆
津
金
一
郎
源
勝
生

慶
応
二
寅
正
月
加
入

中

遷
宮
安
座
神
官
大
坪
高
津
執
之

講

下
津
磐
根
仁

奉
修
覆
正
一
位
道
守
稲
荷
社
二
子

宮
柱
太
敷
立
豆

本
願

本
願
小
豆
沢
浅
右
ヱ
門
源
勝
栄

木
幡
屋
丈
助

小
豆
屋
真
兵
ヱ

小
豆
屋
佐
助

堀
江
屋
太
郎
兵
エ

山
根
屋
宗
兵
エ

大
工

伊
藤
屋
徳
右
エ
門

栗
原
屋
勇
七

大
坂
屋
只
兵
ヱ

大
谷
屋
源
助

。

（
明
治
3
〈
】
∞
斗
己
〉
年

4
月
7
日
稲
荷
大
明
神
建
立
棟
札
）

渡玄新
部行田
勘伴源
兵兵七
ヱヱ

木大
挽工

木
挽

犬
山
周
兵
ヱ

糸
川
清
蔵



〔裏〕

当
所
戸
長

用
係

講

田
中
古
郎

佐
藤
久
兵
衛

斎
問
扇
之
助

中

小
田
林
左
ヱ
門

葉
山
雄
次
郎

佐
々
布

戸
長
野
津
良
一
郎

伊
志
見

天
長
地
久
干
時
明
治
十
三
年
辰
七
月
九
日

白
石
村
戸
長

用
係

用
係
三
島
丈
一
郎

修
繕
費
之
内

寄
付
人
名

小
一
旦
沢
健
造

小
豆
沢
林
三
郎

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

葉
山
義
之
助

当
所小

田
林
左
エ
門

佐
藤
太
兵
ヱ

大
坪
行
蔵

土
江
庄
兵
ヱ

長
富
利
助

内
藤
甚
平

葉
山
礼
蔵

葉
山
三
七

高
田
土
口
右
ヱ
門

奥
村
樵
哉

木
幡
士
口
左
ヱ
門

安
槻
源
之
助

中
田
平
左
ヱ
門

庄
司
長
太

伊
志
見
村

持
田
利
左
エ
門

持
田
源
次
郎

佐
々
布
村

家
康
猪
太
郎

江
尻
太
一
右
エ
門

江
藤
弥
左
エ
門

野
津
利
士
口

三
島
嘉
一
郎

永
瀬
為
三
郎

永
瀬
石
之
助

永
瀬
太
助

三
島
文
一
郎

三
島
金
三
郎

本
常
権
十

本
常
太
助

家
原
重
次
郎
信
徒
中

高
橋
運
兵
エ

白
石
村

川
島
豊
蔵

持
田
周
太
郎

内
藤
清
市

小
豆
沢
与
四
郎

（
明
治

m
o
g－
〉
年
7
月
9
日
道
守
稲
荷
社
修
覆
棟
札
）
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〔表〕

石
原
治
平

安

槻

源

之

助

馬

田

富

八

木

幡

士

ロ

左

エ

門

清

水

久

平

木

幡

茂

市

坪

内

薫

一

勝

部

宗

之

助

栗

原

喜

平

葉

山

礼

蔵

渡

部

忠

次

郎

内

藤

甚

平

田

中

吉

郎

中

田

平

左

エ

門

長

富

理

助

宮

廻

林

左

ヱ

門

大

坪

行

蔵

土

江

源

八

本
願
木
幡
久
右
衛
門
源
忠
良
嫡
男
令
之
介
源
博
良
隠
居
質
翁

小

豆

沢

金

一

郎

奥

村

樵

哉

小

豆

沢

土

口

良

兵

ヱ

葉

山

三

七

安

立

藤

太

佐

藤

太

兵

ヱ

佐

藤

理

兵

衛

須

藤

貞

十

田

中

源

兵

ヱ

高

田

吉

右

エ

門

木

幡

善

蔵

斉

間

扇

之

助

新

田

千

蔵

土

江

庄

兵

衛

山

根

宗

兵

エ

三

島

文

兵

衛

福

間

嘉

兵

エ

下
津
磐
根
か
宮
柱
太
敷
立

奉
修
覆
宍
道
氷
川
神
社
二
子

高
天
乃
原
鉱
千
木
高
知
ョ

〔裏〕

天
長
地
久

遷
宮
安
座
神
官

大
坪
高
津
平
綱
之

島
根

韓最悪
茸＼ 'Tl 

妄従
五

千
安位
葺境
賀ー

良日

干
時
明
治
十
六
年
未
五
月
五
日

戸
長
小
豆
津
金
一
郎

組
長
高
回
吉
右
エ
門

新
田
千
蔵

安
立
藤
太

長
富
理
助

槍木大
皮挽工

伊
藤
才
蔵

糸
川
清
蔵

秋
鹿
郡
大
野
村

栄
六

惣
氏
子
中
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奉
修
覆 〔表〕

三
崎
神
社
一
宇

式
云
宍
道
神
社

神
職

大
坪
為
千
代
平
綱
敬

（
木
幡
修
介
氏
歳
、
明
治
凶
年
〈

Hgω
〉
年
5
月
5
日
氷
川
神
社
〈
北
ノ
祇
園
社
〉
修
覆
棟
札
〉

本
願

大
坪
行
蔵

木
幡
士
口
左
衛
門

坪
内
薫
一

葉
山
礼
蔵

田
中
吉
郎

小
豆
津
金
一
郎

木
幡
久
右
衛
門
源
忠
良
嫡
男

小
田
猪
蔵

葉
山
＝
一
七

佐
藤
吉
太
郎

高
田
吉
右
衛
門

安
立
藤
太

奥
村
繁
一
郎

出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
（
二
）

山
根
丈
兵
衛

宮
迫
タ
メ

勝
部
宗
之
助

土
江
庄
兵
衛

田
中
源
兵
衛

木
幡
善
蔵

新
田
千
蔵

土
江
源
太
郎

木
幡
礼
之
助
源
孝
良

渡
部
忠
次
郎

中
田
平
左
衛
門

古
割
円
蔵

石
原
祐
平

栗
原
喜
平

須
藤
又
右
衛
門

馬
田
安
一

庄
司
捨
太
郎

葉
山
紋
五
郎

葉
山
久
太
郎

曽
田
勇
土
口

木
幡
伝
蔵

後
藤
幾
蔵

木
幡
嘉
蔵

周
藤
戸
次
郎

曽
田
良
土
口

佐
藤
太
平

総
氏
子
中

長
富
利
助

安
槻
新
一

田
中
伝
兵
衛

佐
藤
善
助

庄
司
岩
次
郎

三
島
覚
右
衛
門

新
田
儀
右
衛
門

渡
部
勘
兵
衛

渡
部
清
兵
衛



〔裏〕

天
長
地
久

四

島
根
県
知
事
正
五
位
勲
四
等
曽
我
部
道
夫

島
根
外
二
郡
長
正
八
位
松
島
省
一
郎

宍
道
村
長
小
豆
津
金
一
郎

干
時
明
治
廿
八
年
乙
未
十
一
月
廿
八
日
遷
座

大

工

伊

藤

才

蔵

木

挽

新

田

儀

右

衛

門

槍
皮
秋
鹿
郡
大
野
栄
六

棟
梁

（
木
幡
修
介
氏
歳
、
明
治

n
o
s
m〉
年
日
月
初
日
一
一
一
崎
神
社
〈
中
津
祇
園
社
・
「
宍
道
社
」
〉
修
覆
棟
札
）

（続）

『
叢
林
』
第
羽
巻
2
号
に
続
く

平
成
日
年
1
月
四
日
受
理


